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「
仕
事
が
な
い
」「
サ
ン
マ
も
ア
キ

ア
ジ
も
不
漁
」「
高
齢
者
へ
の
冷
た

い
仕
打
ち
が
身
に
し
み
る
」
…

　

い
ま
、
釧
路
は
出
口
の
な
い
閉
塞

感
に
お
お
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

こ
れ
ま
で
と
同
じ
や
り
方
を
続
け
て

い
て
も
、
釧
路
の
街
は
再
生
で
き
ま

せ
ん
。
政
治
の
世
界
で
も
、
こ
れ
ま

で
と
変
わ
ら
ぬ
顔
ぶ
れ
で
は
、
何
も

変
え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
だ
か

ら
こ
そ
、
道
議
会
の
担
い
手
も
変
え

て
、
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
市
民
み

ん
な
で
挑
む
と
き
で
す

松
永
と
し
お

広がる期待、今こそ道議会へ

松永としおのブログ公開中
http://matutosi.cocolog-nifty.com/

日
本
共
産
党
市
議
団

（
俊
　
雄
）

雇用と福祉を最優先にした道政に

　

自
民
・
社
会
の
両
党
に
よ
る

炭
鉱
つ
ぶ
し
に
抗
し
て
国
内
唯

一
の
炭
鉱
を
守
っ
て
き
ま
し

た
。

　

国
内
炭
の
消
費
拡
大
に
取
り

組
み
、
海
外
へ
の
技
術
移
転
研

修
の
継
続
・
拡
大
で
、
世
界
一

の
保
安
技
術
を
内
外
に
広
げ
ま

す
。
そ
う
し
た
取
り
組
み
を
重

ね
な
が
ら
、
国
に
対
し
て
、

二
〇
一
二
年
以
降
も
商
業
採
炭

の
継
続
と
国
内
炭
の
見
直
し
を

迫
り
ま
す
。

　白糠町の農家に生まれ、小さい

ときから農業の手伝いをしまし

た。鉄道が開通するまでは、高校

までの15キロを自転車通学してい

ました。

　中学生で母親を亡くし、不憫に

思った学校の先生が薦めてくれた

のが石川硺木の歌集。硺木の世界

に大きな影響を受けました。

　28歳で市議に初当選。「議会き

っての論客」と新聞が書き、建設

的提案で市政をリードしてきまし

た。

党政策委員長の小池晃さんと

党道議団とともに
副知事に要請

自治体
の役割

TPPに反対して地域経済守る

唯一の

国内炭鉱守れ

　

学
校
を
出
て

も
就
職
で
き
な

い
た
く
さ
ん
の

若
者
、
季
節
労

働
者
の
仕
事
も

激
減
…

　

こ
れ
に
、
追

い
う
ち
を
か
け

て
い
る
の
が
、

後
期
高
齢
者
医

療
制
度
や
あ
い

つ
ぐ
福
祉
の
切

り
捨
て
で
す
。

　

雇
用
を
拡
大

し
、
福
祉
を
守

る
の
が
地
方
自

治
体
の
仕
事
で

す
。

　

失
業
者
の
た
め
の
新
た
な
公
的

就
労
事
業
と
、
青
年
向
け
の
雇
用

拡
大
計
画
の
策
定
、
相
談
員
の
配

置
、
資
格
取
得
の
助
成
制
度
を
つ

く
り
ま
す
。
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漁業
酪農

石炭

現
場
第
一
で

3
の
再
生
す
す
め
る

つ

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
戦
略
的
経

済
連
携
協
定
）
交
渉
は
、
関
税
を

撤
廃
し
、
日
本
の
農
漁
業
に
壊
滅

的
な
打
撃
を
与
え
ま
す
。
日
本
共

産
党
は
断
固
反
対
を
つ
ら
ぬ
き
、

食
料
主
権
の
確
立
に
力
を
注
ぎ
ま

す
。

　

価
格
保
障
・
所
得
補
償
と
あ
わ

せ
、
新
規
就
労
者
・
後
継
者
が
農

漁
業
に
従
事
し
た
ら
、
月
15
万
円

の
奨
励
金
を
３
年
間
支
給
し
ま

す
。
水
産
加
工
も
積
極
的
に
推
進

し
ま
す
。

酪農家と懇談

松永としお物語


